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創世記、申命記、サムエル記 

最後のことば（ヤコブ、モーセ、ダビデ） 

第2サムエル記23章、ダビデの最後のことばです。22章には、詩篇18篇に引用されて
いる「主は岩である」という最後の教えのことばがありますね。その次、最後のことば
と言ってこの祝福のことばを見ました。そんなに長いものではないのですけれど、2節
から4節までが「王が与えられること」、5節から7節までが「家が確かにされること」
というダビデの契約の約束の概略に従って、この祝福のことばが言われているものだと
思います。 

1)御霊のことば、岩が教えるというところから始まって、2)義の太陽が昇る、3)主は
とこしえの契約を覚えて共にいてくださる、ダビデの家はとこしえに続く、そして、4)
敵は裁かれて焼かれるというこの4つの段落ですね。王となる、家が与えられるという
こと、主のことば、永遠の契約、義の光とその光によって明らかにされて、裁きが…報
いがくるというような概略になっています。 

特に光が、太陽が昇るというところに注目したいと思います。この昇るという言い方
が、イザヤ書9章で「メサイアが生まれる」というところで異邦人の民ガリラヤは、栄
誉を受けるというところに「光が昇る」という言い方がありますね。60章からの「起
きよ。輝け。まことにあなたの光が来る、主の栄光があなたの上に輝く。」ここも、昇
る、昇るということです。マラキ書で最後の最後、4章のところで、「最後の日に、終
わりの日に義の太陽が昇る。恐るべき日が来る前に預言者エリヤを遣わします。」とい
うところです。その預言者エリヤを遣わすという約束の通りに、バプテスマのヨハネが
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現れるわけです。いと高き方の預言者、高く上げられた者の預言者が、異邦人のヨルダ
ンの向こう側というところで、悔い改めのバプテスマを授けて、死の影に住んでいる者
たちを照らすというところがあります。この太陽が昇るという箇所はそんなに多くはな
いのです。イザヤ書の中でもここに出てくるだけ、マラキもここだけ、サムエル記の中
でもここだけなのですね。 

もう一つ大切なのが、申命記33章。「主はシナイから来て、セイルから昇る、光を放
つ…」というところなのですけれど、この申命記33章の昇るというものは、これも最後
のことばなのです。申命記32章は、モーセの最後の教えである「神様は岩である」とい
う詩篇です。ダビデの最後の詩篇も「主は岩である」という詩篇でした。この申命記32
章のモーセの最後の詩、教えの詩の32章のあとにある祝福のことば、この祝福のことば
の出だしが、「昇る」太陽のように昇るというところから始まっているわけです。 

申命記33章の分析は別のものに、別の動画で説明していますけれど、神の人モーセが
死を前にしてイスラエルの子らを祝福した祝福のことば。子どもたちそれぞれ部族ごと
に、この間(33:6-)に12部族への祝福があります。その出だしと最後のところ。出だしの
ところは教え。最後のところはシャロームということで、7週の祭り、祝福の祭りです
ね。7週の祭りと仮庵の祭りを特に連想するようなものかと思いますけれど、どちらも
神となり民となるというアブラハムの約束の成就として、モーセのこの祭りがあります
から、収穫の祭りですね、2つとも。この祝福の教えのところと、平和、私たちと共に
住む、幸いであるという祝福の出だしに、昇る、太陽が昇るという言い方で終わってい
るのは、興味深いですね。 
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ダビデの最後のことば、モーセの最後のことば、これが書物の最後のことばになって
いますけれど、創世記も最後は、ヤコブの最後のことばでした。49章。49章にヤコブ
が祝福のことばを言うのですね。12部族に言うのですけれど、特にユダとヨセフが長い
のです。王であるユダ。祝福を受けるヨセフ。倍の祝福を受けるヨセフということで長
いものだと思います。 

これは、アダムに与えられた「生めよ、増えよ。地を従えよ。」というアダムに与え
られた契約の大きな2つの祝福であり責任ということをあらわしている2つの段落だと思
います。ヨセフは「実を結ぶ若木」と書いてありますけれど、ヨセフは加えるという意
味です。実を結ぶ若木の「実を結ぶ」とは、生む若木です。生めよ増えよの、生めよと
同じです。実を結ぶもの。ですから、ヨセフは「生めよ増えよ」というほうですね。 

ユダは、ほめる感謝するという名前です。「兄弟たちはあなたをほめる」になってい
ますけれど、このほめるというのは、第2サムエル記のモーセの最後のことばの前の18
篇です。18篇の最後のところに、「国々の間であなたをほめたたえます、あなたの御名
をほめ歌います」これでこの18篇、第2サムエル記22章の詩が終わっていく。そこに出
ている「主に感謝せよ」。その言い方を使って民に歌うように命じるわけです。主に感
謝を捧げ、主に感謝せよという言い方の主に感謝するというところが、ユダの名前の意
味しているところです。地を従えよというところに、主に感謝せよということがあるわ
けです。 

ですから、こういうところを見ると、主に感謝するようになると言っているのは、た
だ単に神様に感謝しましょうと言っているというのを超えて、すべての国々が主に感謝
するようになるというのが、ユダに、私たち新しいイスラエルに与えられている責任。
地を従えるというのは、すべての国々が主をほめたたえるようになる。これが、主に従
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えるようにさせたということになりますから、すべての国々の王の王である主にハレル
ヤ、主に感謝せよというのが、地を従えるということだということが、ヤコブの最後の
ことばからも分かるものだと思います。 

ヤコブの最後のことば、そして、アブラハムの約束の成就としてのモーセの最後のこ
とば。さらに、それを進んでメサイアが来るというダビデの最後のことば。すべてに義
の太陽が昇ると。義の太陽が昇っている感じなのでしょうね。ユダの子孫が地を従える
と言ったときに、義の太陽が昇っているということになるのだろうと思います。 

最後のことば。それぞれの書物の最後に、父たちからの相続のことばが与えられてい
る。遺言のようなものですね。遺言と遺産、相続の一番大切なものということで、こと
ばが記録されているということだと思いますので、ダビデの最後のことば、モーセ、ヤ
コブの最後のことばを見て、私たちに何が与えられているのかというのが大切なことだ
と思います。イエス様の最後のことばは、さて何でしょう。たぶん、ヨハネ福音書の17
章の祈りというのは、私たちに与えられる主の祝福の最後のことばということだと思い
ますので、こういう箇所と一緒に見てみるのが良いのではないかと思います。 
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